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学　　　　　位 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 1 － 1
博士（教育学） 3 － 3
博士（法学） － － －
博士（経済学） － － －
博士（理学） 8 3 11
博士（医学） 11 5 16
博士（医科学） － － －
博士（社会健康医学） 1 － 1
博士（薬学） － 1 1
学　　　　　位 課程博士 論文博士 計
博士（工学） 9 3 12
博士（農学） 5 3 8
博士（人間・環境学） － 1 1
博士（エネルギー科学） 3 － 3
博士（地域研究） 1 － 1
博士（情報学） － － －
博士（生命科学） 4 － 4
博士（地球環境学） 1 － 1





















































































































































































































































































































































































































































































前期（理系） 55 207 207 202 57
文 学 部 前　　期 220 561 561 558 223 1 222
教育学部
前期（文系） 50 189 189 185 52
1 61
前期（理系） 10 36 36 34 10
法 学 部 前　　期 320 812 812 802 327 327
経済学部
前期（一般） 180 583 583 574 190
2 238前期（論文） 25 112 88 84 25
前期（理系） 25 110 110 109 25
理 学 部 前　　期 311 1,003 987 982 316 316
医 学 部 前　　期 248 590 590 579 260 2 258
薬 学 部 前　　期 80 244 244 236 84 1 83
工 学 部 前　　期 955 2,388 2,388 2,352 973 7 1 967
農 学 部 前　　期 300 826 826 811 317 1 316
合　　　計 2,844 7,991 7,927 7,813 2,927 16 1 2,912
平成２１年度入学試験諸統計






































医 学 科 前期 105 306 306 299 109 109
人間健康科学科 前期 143 284 284 280 151 2 149
看護学専攻 前期 70 115 115 113 74 2 72
検査技術科学専攻 前期 37 85 85 83 39 39
理学療法学専攻 前期 18 34 34 34 19 19
作業療法学専攻 前期 18 50 50 50 19 19
薬学部 前期 80 244 244 236 84 1 83
薬 科 学 科 前期 50 122 122 120 53 1 52
薬 学 科 前期 30 122 122 116 31 31
〈工学部・農学部学科別内訳〉





















地球工学科 前期 185 393 393 389 189 189
建 築 学 科 前期 80 253 253 252 82 82
物理工学科 前期 235 592 592 587 238 4 1 235
電気電子工学科 前期 130 281 281 272 132 2 130
情 報 学 科 前期 90 224 224 220 92 1 91
工業化学科 前期 235 645 645 632 240 240
農学部 前期 300 826 826 811 317 1 316
資源生物科学科 前期 94 98 98
応用生命科学科 前期 47 49 49
地域環境工学科 前期 37 40 1 39
食料・環境経済学科 前期 32 34 34
森林科学科 前期 57 60 60







総 合 人 間 学 部 前　期
（文　　系）    750 点  538.33 点  426.33 点  461.37 点
（理　　系） 800 524.25 390.50 429.03
文 学 部 前　　　　期 700 533.61 431.16 461.36
教 育 学 部 前　期
（文　　系） 900 636.35 554.29 586.89
（理　　系） 900 638.93 558.13 595.21
法 学 部 前　　　　期 750 595.20 465.45 500.27
経 済 学 部 前　期
（一　　般） 800 633.95 512.65 539.79
（論　　文） 600 415.99 329.33 364.63
（理　　系） 950 723.65 569.76 604.51
理 学 部 前　期
注 1 650 484.00 324.00 360.91
（数理 30 位）注 2 （400） （312.00） （241.00） ──






  1,300 点  1,067.01 点  884.99 点  940.81 点
人間健康科学科看護学専攻 1,200 799.13 618.43 684.05
人間健康科学科検査技術科学専攻 1,200 857.60 686.23 727.56
人間健康科学科理学療法学専攻 1,200 893.23 682.40 764.01
人間健康科学科作業療法学専攻 1,200 807.83 672.63 728.76




薬 科 学 科
前　　　　期
 950 点  697.71 点  565.26 点  609.53 点
薬 学 科 950 710.05 576.51 618.21




地 球 工 学 科
前　　　　期
 1,000 点   673.25 点   488.70 点  547.86 点
建 築 学 科 1,000 679.15 520.13 576.06
物 理 工 学 科 前　期
（ 配 点 Ａ ） 1,000 673.63 534.45 579.58
（ 配 点 Ｂ ） 1,000 720.00 584.66 616.89
電気電子工学科
前　　　　期
1,000 847.23 510.20 577.14
情 報 学 科 1,000 715.85 534.71 588.81
工 業 化 学 科 1,000 745.31 528.76 580.28
農 学 部 前　　　　期 1,050 815.93 601.95 648.66
注 1： 最高点は合格者のうち総点が最も高い者の得点である。最低点は合格者のうち順位が最下位であった者の得点である。平均点は合格者の総点の平均点
である。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































21．3 卒 20．3 以前卒 21．3 卒 20．3 以前卒
総 合 人 間
学 部
人 人 人 人 人 人
537 304 233 124 81 43
認  14 認  4 認  10
他  1 他  1
56.6% 43.4% 65.3% 34.7%
文 学 部
561 363 198 222 132 90
認  2 認  1 認  1
64.7% 35.3% 59.5% 40.5%
教 育 学 部
225 154 71 61 43 18
認  2 認  2
68.4% 31.6% 70.5% 29.5%
法 学 部
812 519 293 327 201 126
認  13 認  6 認  7 認  1 認  1
他  2 他  2 他  1 他  1
63.9% 36.1% 61.5% 38.5%
経 済 学 部
805 482 323 238 129 109
認  6 認  3 認  3 認  1 認  1
他  2 他  2
59.9% 40.1% 54.2% 45.8%
理 学 部
1,003 648 355 316 201 115
認  15 認  6 認  9 認  4 認  2 認  2
他  1 他  1
64.6% 35.4% 63.6% 36.4%
医 学 部
医 学 科
306 155 151 109 70 39
認  4 認  1 認  3
50.7% 49.3% 64.2% 35.8%
医 学 部
人間健康科学科
284 186 98 149 102 47
認  2 認  1 認  1
65.5% 34.5% 68.5% 31.5%
薬 学 部
244 162 82 83 57 26
認  2 認  2
他  1 他  1
66.4% 33.6% 68.7% 31.3%
工 学 部
2,388 1,547 841 967 597 370
認  12 認  2 認  10 認  1 認  1
64.8% 35.2% 61.7% 38.3%
農 学 部
826 540 286 316 198 118
認  4 認  1 認  3
65.4% 34.6% 62.7% 37.3%
合 計
7,991 5,060 2,931 2,912 1,811 1,101
認  76 認  25 認  51 認  7 認  4 認  3
他  7 他  2 他  5 他  1 他  1
63.3% 36.7% 62.2% 37.8%
〔外国学校出身者のための選考に係る入学資格取得年別調（外数）〕






20.4～21.3卒 20．3以前卒 20.4～21.3卒 20．3以前卒
法 学 部





96.0%  4.0% 100.0% 0.0%



















































































































































４．受  講  料： 7,200円
５．受 付 期 間：６月15日（月）～７月６日（月）17：00（必着）






９．問 合 せ 先：〒606－8502　京都市左京区北白川追分町
 京都大学大学院農学研究科生物資源経済学専攻「公開講座係」









４．受  講  料：一般　5,000円（受講決定通知後に，銀行振込にて受講料を納入願います。）
 高校生　無料（後日返送する受講決定通知と学生証の提示が必要。）
５．受 付 期 間：６月１日（月）～６月30日（火）


















































































観測所全景  ハルタ山観測坑道  ハルタ山観測室（旧本館）
１９９２（平成４）年５月１９日に発生した桜島南岳の爆発的噴火（桜島火
山観測所より撮影）
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観測所設立当初の観測はすべ
て現地で記録され，記録の交換
などに多くの時間が費やされま
した。その後，有線遠隔観測に
移行したもののその有線路線の
維持に多大な労力を要しまし
た。火山噴火予知計画が始まっ
た1974（昭和49）年以降，研究基
盤となる観測網の整備が急速に
進み，観測網の広域化や観測計
器を観測坑道や観測井に設置す
ることによる高精度化が図られ
ました。現在では，IP 化され
たネットワーク網によりデジタ
ルデータが常時伝送されるよう
になっています。また，観測網
は，桜島は元より霧島近くの加久藤カルデラから
薩南諸島の薩摩硫黄島，口永良部島，諏訪之瀬島
にも及んでおり，恒常的な観測点数は約40に達し
ています。これらの火山において火山性地震・微
動の観測，傾斜計，伸縮計，GPS や水準の繰り
返し観測に基づく地盤変動観測，火山体内部の状
態を把握するための重力測定・地球電磁気学測
定，低周波音や映像による噴火活動の観測，火山
岩磁気測定などの多項目観測を実施しています。
これまでの観測研究の代表的なものとして，観
測坑道・観測井に設置された計器により観測され
た高品位データを用いた火山噴火予知の実践的
研究があげられます。旧本館があるハルタ山には
長さ250mに及ぶ観測坑道が1985（昭和60）年に掘
削されました。坑奥に設置された水管傾斜計・伸
縮計により南岳山頂爆発直前の火口周辺の地盤
の隆起・膨張を捉えることができ，約70% の爆
発を事前に予測することに成功しました。これら
のデータは鹿児島地方気象台，大隅河川国道事務
所，鹿児島空港にも送られ，火山監視や砂防従事
者・航空機の安全確保に利用されました。この噴
火予測方式は最近国土交通省が南岳の南東麓に
掘削した観測坑道にも用いられ，2006（平成18）
年から始まった昭和火口における噴火予測にも
役立てられています。また，これらの高品位の地
震・地盤変動データを用いて爆発の詳細な過程が
桜島島内の観測網
南九州に展開された観測網
2944
京大広報 2009.6　No. 646
明らかになりました。一方，桜
島火山観測所設置から50年に
わたる長期観測では桜島のマ
グマの蓄積状態が近年変化し
てきたことがわかってきまし
た。桜島のマグマ溜りは桜島の
北方，姶良カルデラ下の深さ
10kmにあると考えられていま
す。1970年～80年代の爆発的
噴火が年間400回にも達した活
動期では，多量の火山灰・火山
ガスが放出されるため，桜島周
辺の地盤が沈降・収縮していま
したが，1990年代の半ば以降，
噴火活動が低調になると逆に
隆起・膨張に転じたことが水準
測量，GPS などの観測により明らかとなりました。このことはマグマが蓄積され始めたことを意味し，
その蓄積量は約１億㎥に及びます。このマグマ溜りから桜島の南岳に至るマグマ供給路の全貌を明らかに
することを目的として昨年11月には15点の爆破点から放射された地震波を700台の地震計で観測する大規
模な人工地震探査が行われました。
このような精度のよいデータは学生の教育にも使われています。桜島火山観測所の教員は理学研究科地
球惑星科学専攻に属し，大学院学生の教育を行っていますが，質の良いデータは学生の研究を大いにすす
めることになるとともに，桜島のような活動的火山は学生自身が自らの考え，自らの手法で観測データを
手に入れられる最良の教育フィールドでもあります。何よりも噴火を繰り返す生きた火山を実感できるこ
とは，若い学生・研究者にとって何ものにも代えがたいものです。このようなことから，インドネシアな
どからは多くの国費留学生・研修生が本観測所で学び，帰国後は自国で火山活動の評価やその予測などの
任務についています。
桜島火山観測所の設立の経
緯は社会貢献の側面が強く反
映されているとおり，火山噴火
時や噴火が切迫している状況
では，大学は学識経験者として
の見解や意見が強く求められ
ます。観測によって得られたデ
ータをもとに，国レベルでは，
火山噴火予知連絡会において
火山活動の評価を行います。地
方レベルでは，鹿児島県などと
連携して緊急調査を行うとと
もに，各種委員会において学識
経験者として火山活動の見通
しや立ち入り規制や安全対策
桜島の爆発直前の傾斜変動（黄色）。爆発（矢印で示す）の約１時間前から火口方向の地
盤が隆起・膨張していることが検出された。
２００９（平成２１）年４月９日の昭和火口からの火砕流。南岳南東の有村展望台より撮影。
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など防災上の助言をします。ま
た，火山防災マップなどハザー
ドマップの作成にも携わり，必
要に応じて住民や地方自治体
の防災担当者を対象としたセ
ミナーや説明会において講演
を行います。2007（平成19）年12
月に防災対応とリンクする噴
火警戒レベルが発表されるよ
うになり，2008（平成20）年３
月に噴火時等の避難に係る火
山防災体制の指針が示された
現在では，鹿児島県，鹿児島市
などの地方自治体や鹿児島地
方気象台，国土交通省大隅河川国道事務所などの国の出先機関と定期的に情報交換を行い，緊密な連携を
とっています。
桜島火山観測所は他の隔地施設に比べれば多くのスタッフが常駐しているとは言え，京都大学のメイン
キャンパスからはるか600km西方に離れた隔地施設の維持管理はもとより，火山研究に不可欠な観測の
多項目化と南北300kmに及ぶ観測網，全国レベルでの火山観測研究連携拠点・フィールドラボラトリー
としての役割，さらに活火山桜島をかかえる地域への学識経験者としての社会貢献など，なすべきことは
多岐にわたっています。桜島は1970～80年代に比べれば，その噴火回数は少なくはなってきていますが，
昨年も南岳では４回の爆発が発生し，南岳東山腹の昭和火口では今年の２月，３月，４月と噴火が断続的
に繰り返され，静穏化に至っているわけではありません。桜島北方の姶良カルデラにはマグマが着々と蓄
積されていることが明らかになってきており，むしろ将来の大規模噴火に向かってエネルギーを蓄積して
いる状態にあります。観測所設立当時の要覧には「大学，文部省当局の厚意，配慮と，地元の方々の力強
い援助が，本所設立に対して大きな意義をもっている。火山研究のように直接自然と相対する学問にとつ
ては，その土地の方々の理解と協力が缺かせないことを考えると（中略）その基礎はしつかりしたものに支
えられているといつてよいであらう。」と記されており，火山に限らず防災に関する学問分野では，社会的
側面が如何に重要であるかを窺い知ることができます。桜島が次の噴火に向かっている今こそ，様々な側
面から大学の力が試されている時であります。1914（大正３）年の大噴火から100年目にあたる2013（平成
25）年には鹿児島市で火山学の国際会議が開催されます。観測所設立の原点にしっかり立脚したうえで，
国際的視野も含めた幅広い研究活動，教育活動を進めていくべきであると思います。
連絡先
〒891－1419　鹿児島県鹿児島市桜島横山町1722－19
TEL： 099－293－2058
FAX： 099－293－4024
アクセス
　 鹿児島空港から空港リムジンバスで鹿児島市役所前下車，徒歩１０分で鹿児島港桜島桟橋に到着，または，
JR九州新幹線鹿児島中央駅から，鹿児島駅行き市電で水族館前下車，徒歩５分で鹿児島港桜島桟橋に到着。
桜島桟橋からは桜島フェリー乗船，桜島港到着後，徒歩１０分。
職員構成
教授１名，准教授１名，助教４名（現地勤務）
技術職員　　　３名（現地勤務）
非常勤研究員　２名（現地勤務）
非常勤職員　　３名（現地勤務）
桜島火山観測所スタッフ
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
